
（別紙３）

～ R8年3月31日

（対象者数） 22名 （回答者数） 21名

～ R8年3月31日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用者との関係構築の為、障害特性や障害福祉の知識等を研
修を行い強化していく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

実践型コーチング指導。毎日のミーティングや反省を取り入
れてコミュニケーションと周知事項の確認をしていく。

2

3

○事業所名 クオリティ・オブ・ライフ シルエラ支援教室桜川校

○保護者評価実施期間 R7年4月1日

○保護者評価有効回答数

R7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年3月15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

経験者が少なく知識や療育の質が低い。男性職員が少ない。 学校数が多く送迎の対応が難しい。           駅
近ということもあり避難場所や駐車場の確保が難しい。

未経験が多いので、知識が入りやすい。伸びしろがある。
サッカー経験者が豊富で療育に活かせる。

ペアレントトレーニングや助言を含めながら保護者との連携を
深めながら療育に取り入れる仕組みを作っている。

事業所における自己評価総括表公表


